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・環境DNA調査でのべ13分類群の魚類を確認・検出した．
・捕獲調査と環境DNA調査、それぞれでのみ確認された種があった．
・環境DNA調査によって希少種のDNAを検出できた．

→ なごやのため池でも、環境DNA調査で情報を得ることができた！
→ 併用することで「取りこぼし」を補完できる可能性がある！
→ なごやでも希少種の生息情報の予備調査に利用できる！

水中に残されたDNA(環境DNA)を調べると、そこにどのような生き物がすんでいるかがわかる
名古屋市内のため池14地点において、魚類の環境DNA調査を行い、捕獲による調査の結果と比較した．
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地点番号⑩は採水時にアオコの発生を確認

予備的にろ過を行うことで
なごやのため池でも環境DNA調査ができた

調査地点
名古屋市内のため池 14地点
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水や土壌といった環境中に残されたDNAのこと．
環境DNAを調べることで、そこに棲む生きものの情報を得ることができる．

図2 環境DNA調査

表１ 環境DNA調査と捕獲調査の特徴

なごやの生物多様性を守る
生物多様性の保全は国際的にも喫緊の課題であり、これまで以上に積極的に保全に取り組むことが求められている．

生物多様性に関する新たな世界目標である『昆明・モントリオール生物多様性枠組』や日本の生物多様性国家戦略に
おいては、2030年までの目標として「ネイチャーポジティブ」の実現が掲げられている．
名古屋市も2023年に「なごやネイチャーポジティブ宣言」を行い、生物多様性に関する取り組みに力を入れている．

図1 ネイチャーポジティブ

生物多様性の保全には、自然や生き物の現状「どの生き物が」「いつ、どこに」「どれだけいた」を正確に知る必要がある．

必要とされる情報量は増えるばかり． でもリソースはすぐには増えない… → 環境DNA が注目されている！！

捕獲調査
投網およびタモ網で捕獲した．
捕獲は2021年に実施した．

環境DNA調査 (MiFish法)
流出口付近で池の水を1L採水した．
採水は2020～2022年に実施した．
試料はガラス繊維ろ紙(GF/A)で予備的にろ過を行い、
以降の分析・解析は環境省（2022）に準拠した．

活用が広がる環境DNA調査．なごやの生きものの把握にも有用なのか？

→市内のため池にて、魚類を対象に環境DNA調査を実施し、捕獲調査と結果を比較した．

調査方法

表3 確認された魚種一覧

全ての地点で魚類の環境DNAを検出した．
環境DNA調査ではのべ13分類群の魚類を検出した.

図3 調査地点のようす

結果の整合処理
採捕調査と環境DNA分析では結果を
単純に比較することができないため、
表2 のとおり結果の整合処理を行った．

表2 採捕調査結果と環境DNA分析結果の整合
標記 採捕調査結果 環境DNA分析結果

コイ コイ コイ (飼育型)

フナ属 フナ属の一種 ギンブナ / キンブナ / オオキンブナ / ニゴロブナ / キンギョ / フナ属の一種 (琉球列島)

モツゴ モツゴ モツゴ / モツゴ属の一種[海外]

タモロコ属 タモロコ ホンモロコ / タモロコ

ニゴイ ニゴイ ニゴイ / コウライニゴイ

スゴモロコ属 スゴモロコ属の一種 スゴモロコ / デメモロコ / コウライモロコ

メダカ属 メダカ属の一種 ミナミメダカ(ヒメダカを含む)

ヨシノボリ属 ヨシノボリ属の一種
トウヨシノボリ / クロヨシノボリ / オオヨシノボリ / カズサヨシノボリ /

オウミヨシノボリ / シマヒレヨシノボリ / ルリヨシノボリ / クロダハゼ

チチブ属 ヌマチチブ チチブ / ヌマチチブ / ナガノゴリ

図6 捕獲調査および環境DNA調査で確認・検出された魚種の比較

「捕獲調査でのみ確認された種」「環境DNA調査でのみ検出された種」
のいずれも確認された．

「捕獲の取りこぼし」を拾えている可能性
併用すれば捕獲調査の補完として効果的

⑫と⑭はトウカイヨシノボリのDNAを検出
⑫は捕獲調査では見つかっていない →追加調査が望まれる地点

先行研究でも「環境DNAは個体密度の低い種の調査において有効」

→なごやでも希少種の生息情報の予備調査に利用できる

名古屋市・愛知県の双方で「絶滅危惧IA類」に指定されている．
日本固有種であり、伊勢湾周辺地域にのみ分布が限定されている．
減少要因として生息地の消失が指摘されているため、保全には生息地の把握が重要．

トウカイヨシノボリ Rhinogobius telma

(深谷，2022)
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